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身近に親しめる水辺づくり

市
南
部
の
増
尾
三
丁
目
に
あ

る
調
整
池
で
は
、
自
然
環
境
に

配
慮
し
た
改
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
（
写
真
下
）。

こ
こ
で
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
固
め
ら
れ
た
護
岸
を
自
然
の

水
辺
の
よ
う
に
改
修
し
、
土
や

植
物
で
覆
う
こ
と
で
、
自
然
に

生
き
物
が
生
息
で
き
る
、
ビ
オ

ト
ー
プ
（
注
）
と
し
て
の
水
辺

が
再
生
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
空

間
は
、
や
が
て
、
野
生
の
植
物

や
生
き
物
が
生
息
す
る
、
私
た

ち
に
と
っ
て
も
身
近
な
憩
い
の

場
と
な
る
予
定
で
す
。

５
月
21
日
に
は
、
土
小
学
校

四
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
こ
の

水
辺
に
シ
バ
ザ
ク
ラ
を
植
え
ま

し
た
（
写
真
右
）。
子
ど
も
た

ち
は
、
水
辺
づ
く
り
に
参
加
し

な
が
ら
環
境
や
治
水
に
つ
い
て

学
習
し
、
そ
し
て
こ
の
調
整
池

の
愛
称
を
考
え
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
付
け
た
愛
称

は
「
つ
ば
め
池
」。
き
れ
い
な

水
辺
に
飛
び
交
う
つ
ば
め
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
す
。将
来
、

こ
こ
に
住
み
つ
い
た
昆
虫
や
生

き
物
を
観
察
す
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
が
楽
し
み
で
す
。

※
注
＝
Ｂ
Ｉ
Ｏ
「
生
命
」
と

Ｔ
Ｏ
Ｐ
「
場
所
」
を
合
成
し
た

ド
イ
ツ
語
で
、
草
地
・
川
・
林

・
森
な
ど
、
野
生
の
生
き
物
が

生
息
で
き
る
特
定
の
地
域
・
空

間
の
こ
と

河
川
や
調
整
池
を
、
水
と
ふ

れ
あ
う
場
と
し
て
活
用
し
て
い

く
た
め
に
は
、
き
れ
い
な
水
が

必
要
で
す
。

逆
井
中
学
校
に
隣
接
し
た
大

津
川
の
支
流
で
は
、
今
年
の
４

月
か
ら
、
生
活
雑
排
水
な
ど
で

汚
れ
た
川
の
水
を
き
れ
い
に
よ

み
が
え
ら
せ
る
「
逆
井
河
川
浄

化
リ
ン
除
去
施
設
」
が
稼
働
し

始
め
ま
し
た
（
写
真
）。

こ
れ
は
、
汚
れ
が
著
し
い
手

賀
沼
の
水
質
を
改
善
す
る
た

め
、
ア
オ
コ
の
発
生
原
因
と
な

る
リ
ン
を
取
り
除
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
千
葉
県
が
設
置
し
た

も
の
で
す
。

川
の
水
を
施
設
に
取
り
込

み
、
薬
品
を
加
え
て
浮
遊
物
と

リ
ン
を
沈
殿
さ
せ
ま
す
。
き
れ

い
な
上
澄
み
の
水
は
、

ろ
過
し
た
あ
と
川
へ
戻

し
ま
す
。
残
っ
た
汚
れ

た
水
は
、
公
共
下
水
道

管
へ
排
水
し
、
手
賀
沼

終
末
処
理
場
で
処
理
し

ま
す
。

通
常
で
は
、
浄
化
し
た
後
に

残
る
汚
れ
た
水
を
処
理
す
る
汚

泥
処
理
施
設
が
必
要
に
な
り
ま

す
が
、
こ
の
施
設
で
は
下
水
道

に
流
し
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の

建
設
費
や
維
持
管
理
費
が
か
か

ら
な
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
今
後
、
環
境
の
保
全

や
改
善
を
進
め
る
う
え
で
力
強

い
味
方
に
な
る
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
逆
井
の
浄
化
施

設
に
隣
接
し
た
、
広
さ
約
五
千

平
方
メ
ー
ト
ル
の
休
耕
田
に

は
、
ビ
オ
ト
ー
プ
を
兼
ね
た
調

整
池
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

増
尾
三
丁
目
と
同
じ
よ
う
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
憩
い
の
場
と

し
て
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
整
備
さ
れ
る
予
定
で
す
。

改修前　　　　　　 改修後

野
生
の
生
き
物
を
呼
び
込
も
う

│
増
尾
の
調
整
池
（
つ
ば
め
池
）

地
下
に
浸
透
式
の
雨
水
貯
水
槽

│
光
ケ
丘
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

治
水
課
�
67
│
１
４
０
４

問

手
賀
沼
に
流
入
す
る
水
を
き
れ
い
に

│
逆
井
の
大
津
川
支
流

び
資
源
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
雨
水
を
し
み
込
ま
せ

て
地
下
に
戻
す
こ
と
で
、
や
が

て
は
川
の
水
質
改
善
や
、
地
盤

沈
下
の
防
止
に
も
役
立
つ
の
で

は
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
市
内
十
五
の

小
・
中
学
校
に
同
様
の
施
設
を

順
次
設
置
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
休
み
期
間
を
利
用

し
て
、
光
ケ
丘
中
学
校
の
校
庭

の
地
下
に
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

が
埋
設
さ
れ
ま
す
。
台
風
や
集

中
豪
雨
な
ど
で
大
雨
が
降
っ
た

と
き
に
、
校
庭
の
土
砂
が
混
じ

っ
た
雨
水
が
周
り
の
住
宅
地
や

道
路
に
流
れ
出
す
の
を
防
止
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
施
設
は
、
学
校
の
敷
地

内
に
降
っ
た
雨
水
を
で
き
る
限

り
集
め
て
地
下
に
浸
透
さ
せ
る

仕
組
み
で
す
。
地
面
の
中
に
は

水
を
流
す
地
層
が
あ
る
た
め
、

し
み
込
ん
だ
水
は
湧
（
ゆ
う
）

水
と
な
っ
て
地
表
に
現
れ
、
再

��

�

�
い
ま
、
河
川
や
水
路
な
ど
の
整
備
で
は
、
雨
水
を

た
だ
単
に
排
水
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
環
境
の

保
全
や
身
近
に
水
と
ふ
れ
あ
え
る
安
ら
ぎ
の
場
を
つ

く
り
出
す
大
切
な
資
源
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
、
洪
水
を
防
ぐ

た
め
の
川
の
護
岸
工
事
で
、
川
岸
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
固
め
ず
に
土
手
を
造
っ
た
り
、
校
庭
の
地
下
に
雨

水
を
溜
め
て
地
面
に
し
み
込
ま
せ
る
調
整
池
を
造
っ

た
り
す
る
な
ど
の
試
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

�

�



市
で
は
現
在
、
柏
市
環
境
基
本

条
例
を
制
定
す
る
た
め
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

今
年
の
４
月
に
は
、
公
募
で
選

ば
れ
た
市
民
の
代
表
や
学
識
経
験

者
で
組
織
す
る
柏
市
環
境
市
民
会

議
か
ら
、
環
境
基
本
条
例
の
基
本

理
念
と
骨
子
に
つ
い
て
提
言
が
あ

り
ま
し
た
。

こ
の
提
言
を
も
と
に
、
今
回
、

環
境
基
本
条
例
案
の
骨
子
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
条
例
案
の
骨
子

に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

今
後
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

検
討
し
て
、
条
例
案
の
骨
子
の
修

正
案
を
作
り
、
環
境
審
議
会
で
の

検
討
を
経
て
、
最
終
的
に
は
９
月

市
議
会
で
環
境
基
本
条
例
の
制
定

を
目
指
し
て
い
ま
す
（
別
掲
「
条

例
制
定
ま
で
の
流
れ
」
参
照
）。

条
例
案
の
骨
子
の
概
要

こ
の
骨
子
で
は
、
前
文
で
条
例

の
趣
旨
を
記
載
し
て
い
ま
す
（
別

掲
「
前
文
」
参
照
）。
ま
た
、
環

境
の
保
全
な
ど
を
推
進
す
る
上
で

市
民
・
事
業
者
・
市
そ
れ
ぞ
れ
の

責
務
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
環
境
保
全
の
施
策

を
統
合
的
に
推
進
す
る
た
め
の
環

境
基
本
計
画
の
策
定
、
市
民
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
の
市
民
の

参
画
制
度
、
環
境
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
の
調
査
や
監
視
体
制
の

整
備
に
関
す
る
規
定
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
（
別
掲
「
柏
市
環

境
基
本
条
例
案
骨
子
の
構
成
」
参

照
）。なお

、
柏
市
環
境
基
本
条
例
案

骨
子
は
、
環
境
保
全
課
（
市
役
所

隣
）
や
各
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
配
布

す
る
ほ
か
、
柏
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.city.

kashiw
a.chiba.jp/

）

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

応
募
方
法

骨
子
に
対
す
る
意

見
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
８

５
０
５
　
柏
市
役
所
環
境
保
全
課

へ
、
６
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
郵

送
（
必
着
）
す
る
か
柏
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
メ
ー
ル
で

（
環
境
保
全
課
の
ペ
ー
ジ
か
ら
送

れ
ま
す
）

1

環
境
保
全
課
�
63
│
４
４
２

２
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　私たちの柏は、手賀沼、利根川、大堀川、大津
川などの内陸水系に囲まれ、湧水や林地など、自
然環境に恵まれたまちとして発展してきた。また、
この北総の台地では、農業を基盤とした人々の生
活と伝統的な文化の営みが受け継がれてきている。�
　しかし、都市化の進展は、手賀沼の水質汚濁や
大気汚染に象徴される自然環境や生活環境の悪化
を招く事態に至っている。また、大量消費と利便
性の高い生活様式に起因する環境負荷により、地
球温暖化やオゾン層の破壊など地球環境への影響
が顕在化している。�
　もとより、健康で文化的な生活を営むことがで
きるよう良好で快適な環境の恵みを受けることは
私たちの基本的な権利であり、また、この限りあ
る環境を良好な状態で将来の世代に手渡していく
ことは私たちの崇高な使命である。�
　私たちは、市民、事業者、市そしてこの地を訪
れるすべての人々が協働してそれぞれがその委ね
られた使命を果たすことを互いに確認し、ここに
この条例を制定する。�
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今回募集�
する意見�条例案骨子�

市で検討�

環境審議会（市長の�
諮問機関）で検討�

9月議会で審議�

制　　定�

が変わりました�

月曜日も開館�

利用時間を延長�

個人利用もOK

月～金曜日………午後3時～5時�
土・日曜日、祝日…午後1時～5時�

利用時間が午前9時～午後9時になりました�

体育室が個人で利用できるようになりました。�
利用時間は次のとおりです�

毎月第2・4・5月曜日も開館になりました�

※この時間帯の使用料金はかかりません。田中・根戸・
　増尾の各近隣センターは、利用できる曜日や時間
　が異なります。申し込みは利用時間に、各近隣セ
　ンターへ直接お申し込みください（先着順）�

4月1日から�

市民活動推進課 �67─1126問�

い
よ
い
よ
梅
雨
本
番
で
す
。

４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
処
理
施
設
が
二
つ
稼
働
し
ま
し

た
。
一
つ
は
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
基
づ
き
市
が
行
う
圧
縮
保

管
施
設
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
先
進
的
に
リ

サ
イ
ク
ル
し
よ
う
と
い
う
民
間
施

設
「
柏
エ
コ
プ
ラ
ザ
」
で
す
。
し

か
し
、
ス
タ
ー
ト
早
々
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
金

属
類
の
混
入
な
ど
で
機
械
の
運
転

に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
の
で

す
。ご

み
の
分
別

に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多

種
多
様
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

中
に
は
金
属
が
含
ま
れ
て
い
る
も

の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
事
業
者
の
か

た
が
た
に
一
層
の
分
別
徹
底
を
お

願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
、
第
四
次
総

合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。

総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
し
、
二

十
一
世
紀
の
柏
市
が
真
に
住
み
や

す
く
、
活
力
が
あ
り
、
魅
力
あ
る

ま
ち
と
な
る
よ
う
、
決
意
を
新
た

に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
市
民
と
の
協
働
…
「
市
民
と

と
も
に
つ
く
る
ま
ち
」

柏
駅
西
口
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
現
在
の
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
場
所
に
移
転
し
、
10
月
か

ら
新
た
な
場
所
で
業
務
を
行
う
予

定
で
す
。併
せ
て
６
月
市
議
会
に
、

流
山
市
、
我
孫
子
市
、
沼
南
町
と

の
住
民
票
な
ど
の
共
同
発
行
に
つ

い
て
の
規
約
を
上
程
し
て
い
ま

す
。
共
同
発
行
は
、
各
市
町
の
本

庁
舎
と
移
転
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
合
わ
せ
て
五
カ
所

で
、
10
月
15
日
か
ら
行
う
予
定
で

す
。ま

た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
に
併
設
し
て
、
市
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
提
供
す
る
場
と
し
て

「
か
し
わ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
」
を
10
月
に
開
設
す
る

予
定
で
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

◆
学
習
・
交
流
…
「
人
と
交
流

が
育
ま
れ
る
ま
ち
」

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ
地

招
致
に
つ
い
て
は
、
５
月
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
四
カ
国
を
訪
問
し
、
柏
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
活
力
・
賑
わ
い
…
「
活
力
と
　

賑
わ
い
の
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
３
月
末
に
正
連
寺

地
区
か
ら
田
中
調
節
池
手
前
の
利

根
川
周
囲
堤
ま
で
の
区
間
が
発
注

さ
れ
、
市
内
の
全
線
で
工
事
が
発

注
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
梅
林
・

十
余
二
地
区
や
国
道
16
号
横
断
部

で
の
基
礎
工
事
、
利
根
川
橋
梁
の

下
部
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。東

京
大
学
柏
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ

い
て
は
、
物
性
研
究
所
と
宇
宙
線

研
究
所
に
続
い
て
、
今
秋
に
は
新

領
域
創
成
科
学
研
究
科
が
開
設
さ

れ
る
予
定
で
す
。

◆
環
境
共
生
…
「
自
然
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
」

斉
藤
牧
場
跡
地
利
用
に
つ
い
て

は
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
の
防
災

公
園
街
区
整
備
事
業
に
よ
り
整
備

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
お

り
、生
産
緑
地
部
分
に
つ
い
て
は
、

同
公
団
に
よ
り
土
地
の
取
得
が
完

了
し
ま
し
た
。

◆
健
康
・
福
祉
…
「
と
も
に
育

み
、
支
え
合
う
ま
ち
」

ふ
れ
あ
い
保
育

サ
ー
ビ
ス
事
業

は
、
今
年
度
か
ら

内
容
を
拡
充
し
、

ミ
ニ
な
か
よ
し
広

場
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル
へ
の
遊
び
の

支
援
な
ど
を
新
た
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

◆
定
住
促
進
…
「
快
適
に
住
み
　

続
け
ら
れ
る
ま
ち
」

柏
駅
東
口
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
・
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平

成
13
年
度
事
業
と
し
て
国
か
ら
の

補
助
の
見
通
し
も
立
ち
、
着
工
に

向
け
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
駅
周

辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
一
層
進

む
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

住
民
票
の
共
同
発
行
を
開
始

駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進

あ
な
た
の
ご
意
見
聴
か
せ
て

環
境
基
本
条
例
案
の
骨
子
を
作
成

環境保全課 �63─4422問� 中央公民館 �64─1811問�

くらしと環境パネル展�

と　き　�
�

ところ　�
内　容　�
�

�

�

費　用　�

と　き　�
ところ　�
対　象　�
�
内　容�
費　用　�
申し込み�

6月20日�～7月3日�午前9時～午後9時（7
月3日は午後5時まで）�
さわやかちば県民プラザ�
「手賀沼の四季」「家庭でできる浄化対策」
「環境家計簿」「柏の自然を歩こう」「ご
みの減量・資源化」「ぽい捨て防止」のパ
ネルと手賀沼ポスターの展示�
無料�

7月1日�午後1時半～4時半�
中央公民館�
市内在住・在勤で、初めてパソコンにふ
れるかた、25人�
1人1台でウインドウズの基礎を学びます�
無料�
往復はがきに「はじめての人のパソコン
教室希望」と明記し、住所・氏名・年齢・
電話番号を書いて、〒277－0005柏5丁目8
－12　柏市中央公民館へ、6月22日�まで
に郵送で（必着）※応募は 1人 1 通。応
募者多数の場合は抽選�

　6月は環境月間。まずは身近な環境から、もう
一度考え直してみませんか。�

はじめての人のパソコン教室�

�

6月26日�・7月5日�午後1時半～4時、7月25
日�～27日�のうち1日（計3回）�
あけぼの山農業公園�
市内在住のかた、30人※以前に参加したかたを
除く�
3種類の梅干しを作ります�
4,000円�
往復はがきに「梅干しクラブ希望」と明記し、
住所・氏名・年齢・電話番号と返信面のあて先
を書いて、277─0825布施2005─2　あけぼの
山農業公園へ、6月20日�までに郵送で（必着）
※応募は1人1通。応募者多数の場合は抽選�
あけぼの山農業公園 �33─8877

と 　 き �
�
と こ ろ �
対 　 象 �
�
内 　 容 �
費 　 用 �
申し込み�

問�

梅干しクラブ�

柏市長　本多 晃

6月市議会市政報告



「
柏
駅
東
口
の
交
通
渋
滞
を
な

ん
と
か
し
て
」。
そ
ん
な
声
を
少

し
で
も
減
ら
す
た
め
の
提
言
が
、

柏
駅
東
口
地
区
交
通
円
滑
化
方
策

検
討
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
。柏

駅
東
口
地
区
の
交
通
円
滑
化

に
つ
い
て
は
、
公
募
に
よ
る
市
民

の
か
た
、
地
元
商
店
街
や
運
輸
事

業
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な

る
「
柏
駅
東
口
地
区
交
通
円
滑
化

方
策
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、

平
成
11
年
か
ら
二
年
に
わ
た
り
、

交
通
渋
滞
の
緩
和
や
歩
行
者
空
間

の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

平
成
11
年
度
に

は
、
検
討
委
員
会

か
ら
出
さ
れ
た
ア

イ
デ
ア
を
検
証
す

る
た
め
に
、
歩
道

の
拡
幅
や
バ
ス
の

休
日
駅
前
乗
り
入

れ
、
駐
車
場
の
案

内
な
ど
八
項
目
十

施
策
に
つ
い
て
の

実
験
「
柏
駅
東
口

交
通
実
験
・
か
し

わ
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
０
０
」
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
は
、
個
別
の
施

策
と
し
て
、
二
つ
の
実
験
を
行
い

ま
し
た
。

一
つ
は
、
駅
前
通
り
に
集
中
す

る
交
通
を
分
散
す
る
た
め
に
左
折

帯
を
作
り
、
走
行
ル
ー
ト
を
幸
通

り
（
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
脇
）
に
誘
導

す
る
実
験
で
す
（
写
真
上
）。

も
う
一
つ
は
、
幸
通
り
の
一
方

通
行
部
分
（
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
裏
）

を
共
同
荷
さ
ば
き
ス
ペ
ー
ス
と
す

る
こ
と
で
、
決
め
ら
れ
た
場
所
で

の
荷
さ
ば
き
を
進
め
る
と
と
も

に
、違
法
な
路
上
駐
車
を
防
止
し
、

道
路
空
間
の
秩
序
あ
る
利
用
を
し

て
も
ら
う
た
め
の
実
験
で
す
（
写

真
右
上
）。

委
員
会
か
ら
は
こ
れ
ら
の
実
験

を
踏
ま
え
、
次
の
三
つ
を
柱
と
す

る
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

�
歩
道
上
に
あ
ふ
れ
る
自
転
車

な
ど
の
障
害
を
取
り
除
き
、
歩
行

者
環
境
を
改
善
す
る
（
歩
行
者
の

交
通
円
滑
化
）
�
休
日
に
バ
ス
が

駅
ロ
ー
タ
リ
ー
に
入
れ
る
よ
う
に

す
る
（
公
共
交
通
機
関
の
利
用
者

の
交
通
円
滑
化
）
�
道
路
交
通
混

雑
を
改
善
す
る
（
自
動
車
の
交
通

円
滑
化
）

こ
の
提
言
の
内
容
は
、
都
市
計

画
課
（
市
役
所
第
一
庁
舎
三
階
）

・
行
政
資
料
室
（
市
役
所
第
二
庁

舎
一
階
）
と
各
近
隣
セ
ン
タ
ー
で

閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
柏
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
か
し
わ
シ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」

（http://www.city.kashiwa.

chiba.jp/

）
で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

市
で
は
、
提
言
内
容
を
参
考

に
、
関
係
す
る
か
た
が
た
の
ご
意

見
を
伺
い
、
で
き
る
施
策
か
ら
順

に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

1

都
市
計
画
課
�
67
│
１
１
４

４

昨
年
以
来
、
三
宅
島
の
噴
火
に

よ
る
二
酸
化
硫
黄
濃
度
の
上
昇
が

各
地
で
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
に
入
っ
て
も
南
風
に
乗
っ

て
火
山
ガ
ス
が
運
ば
れ
て
来
て
、

市
内
で
も
二
酸
化
硫
黄
が
観
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
酸
化
硫
黄
は
、
体
に
は

ほ
と
ん
ど
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
人
に
よ
っ
て
は
硫
黄
温
泉
の

よ
う
な
に
お
い
が
強
く
感
じ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

�
外
出
を
な
る
べ
く
控
え
る

�
外
か
ら
戻
っ
た
と
き
は
、
目

を
洗
っ
た
り
う
が
い
を
し
た
り
す

る
�
目
に
刺
激
を
感
じ
た
り
咳

（
せ
き
）
が
出
た
り
し
た
場
合
は
、

医
療
機
関
に
相
談
す
る

な
お
、
二
酸
化
硫
黄
濃
度
の
数

値
等
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

環
境
省
大
気
汚
染
広
域
環
視
シ
ス

テ
ム
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//www

│aeros.nies.go.jp/

）

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

1

環
境
保
全
課
�
63
│
４
４
２

２
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〜
市
民
の
相
談
か
ら
・
そ
の
３
〜�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
や
要
望
で
、
多
く
寄
せ
ら

れ
る
も
の
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ.

近
所
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ

と
い
う
け
ど
、
日
当
た
り
が
心
配
…
…

近
所
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
階
建
て
住
宅

が
多
い
地
区
に
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
は
建

て
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ.

「
決
ま
り
」
が
守
ら
れ
て
い
る
建

物
な
ら
建
て
ら
れ
ま
す〈
建
築
指
導
課
〉

建
物
を
建
て
る
場
合
、
�
ど
の
よ
う

な
用
途
の
建
物
か
�
ど
の
よ
う
な
大
き

さ
や
構
造
の
建
物
か
�
ど
の
よ
う
な
形

態
の
建
物
か
な
ど
、
都
市
計
画
法
や
建

築
基
準
法
に
定
め
ら
れ
た
い
ろ
い
ろ
な

「
決
ま
り
」
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
市
は
「
決
ま
り
」
を
守

っ
て
い
る
建
物
に
つ
い
て
は
建
築
を
認

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
市
で
は
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す

る
た
め
、「
決
ま
り
」
が
守
ら
れ
て
い

る
建
物
で
あ
っ
て
も
、
中
高
層
建
築
物

に
つ
い
て
は
「
柏
市
中
高
層
建
築
物
指

導
要
綱
」
に
基
づ
き
、
周
辺
住
民
の
か

た
へ
説
明
を
す
る
こ
と
な
ど
を
、
事
業

者
等
に
対
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

Ｑ.

建
築
制
限
の
ル
ー
ル
を
私
た
ち
が

独
自
に
作
れ
ま
す
か
？

自
分
た
ち
が
暮
ら
す
地
域
の
居
住
環

境
を
守
る
た
め
、「
建
物
の
高
さ
」
な

ど
、
建
築
を
制
限
す
る
ル
ー
ル
を
住
民

が
自
ら
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

Ａ.

建
築
協
定
を
結
べ
ば
で
き
ま
す

〈
建
築
指
導
課
〉

建
築
基
準
法
に
は
、「
建
築
協
定
」

の
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
土
地
や
建
物
の
所
有

者
な
ど
、
そ
の
地
域
全
員
の
合
意
に
よ

っ
て
、
用
途
・
高
さ
・
形
態
等
に
つ
い

て
、
住
民
が
自
主
的
に
厳
し
い
ル
ー
ル

を
定
め
る
も
の
で
、
運
営
も
地
域
の
皆

さ
ん
が
た
ご
自
身
の
手
で
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

現
在
、
市
内
に
は
建
築
協
定
を
設
け

て
い
る
地
域
が
八
地
域
あ
り
、
新
た
に

そ
の
地
域
内
に
土
地
や
建
物
を
取
得
し

た
場
合
も
、
建
築
協
定
を
守
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

6月24日�午後2時～3時半�
教育福祉会館�
市内在住のかた、先着50人�
無料�
6月16日�午前10時から、
図書館本館へ電話か直接�

と　き�
ところ�
対　象�
費　用�
申し込み�

● 講 演 会 �
6月23日�～�
29日��
図書館本館�
クルド人の生�
活風景�
当日、会場へ
直接�

と　き�
�
ところ�
内 容 �
�
申し込み�

● 写 真 展 �

　カメラマンが取材の中で感じたクルドの人々についての講演と、子ども
たちの表情などを撮った写真展を行います。�

女性カメラマンが見た�

図書館本館 �64─5346問� 企画調整課 �67─1117問�

TeGaマップを配布�
　手賀沼と周辺の主な史跡や名勝を巡り
ながら散策できる6つのコースを掲載した
TeGa（てが）マップが完成しました。�
　また、柏市・我孫子市・沼南町にお住
まいのかたにご応募いただいた中から選

んだ、21世紀手賀沼
八景も掲載していま
す。�
　さあ、マップ片手に手賀沼の自然を満喫しに
出かけませんか。�
　TeGaマップは、行政資料室（市役所第2庁
舎1階）や近隣センターなどで配布しています。�

�

手賀沼統一シンボルマーク�

火
山
ガ
ス
に
ご
注
意
を

二
酸
化
硫
黄
濃
度
が
上
昇

　食中毒の発生しやすい季節になりました。食品を扱うときは
どの段階でも手洗いを頻繁に行うことが肝心です。次のポイン
トを守って食中毒を防ぎましょう。また、下痢をしたり、腹痛
や気持ちが悪くなったりしたら、かかりつけのお医者さんに相
談しましょう。�

・肉・魚・野菜などは新鮮なものを買う�
・肉や魚などはビニール袋などにそれぞ
　れ分けて入れ、肉汁などを漏らさない�
・冷蔵や冷凍が必要な食品は、最後に買
　って、できるだけ早く帰宅を�

・冷蔵や冷凍が必要な食品は、持ち帰っ
　たらすぐに冷蔵庫や冷凍庫に�
・冷蔵庫は10℃以下、冷凍庫は－15℃以
　下が庫内温度の目安�
・冷蔵庫内では肉汁などが他の食品にか
　からないように、食品ごとに別の容器
　に�

・盛りつけは清潔な手で、清潔な器具を
　使い、清潔な食器に�
・温かい料理は65℃以上、冷たい料理は
　10℃以下で食べる　�
・調理前や調理後の食品は、室温に長く
　放置しない�

・保存は清潔な器具や食器で�
・早く冷えるように浅い容器に小分けし
　て保存を�
・温め直す時も十分に加熱を。味噌汁や
　スープなどは沸騰するまで加熱を�
・時間が経ち過ぎて、ちょっとでも怪し
　いと思ったら、思いきって捨てる�

問�保健福祉総務課 �67─1131

・加熱して調理する食品は十分に加熱を
（目安は中心部の温度が75℃以上で1分
　間以上）�
・料理を途中でやめるようなときは、そ
　のまま室温に
　放置しない�
・電子レンジを
　使うときは、
　専用の容器を
　使い、熱の伝
　わりにくい物
　は時々かき混
　ぜる�

・肉や魚などの汁が、サラダなど生で食
　べる食品にかからないように�
・生の肉や魚を切った後の包丁やまな板
　で、他の食品を処理しない�
・ラップしてある野菜やカット野菜も流
　水でよく洗浄を�
・食品の解凍は冷蔵庫の中
　や電子レンジで。室温
　で解凍しない�
・解凍する時は料理に
　使う分だけ解凍を�
・包丁・まな板・ふ
　きんなどは、使
　った後すぐに洗
　剤と流水でよく
　洗浄を�

検討委員会から提言
柏駅東口�

左折帯を作り車を誘導

荷
さ
ば
き
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
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介
護
は
社
会
の
責
任
に

高
齢
者
の
介
護
は
、
以
前
は
家
族

の
役
割
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、平
均
寿
命
が
急
速
に
伸
び
、

長
期
間
の
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
が

増
え
る
と
、
家
族
の
負
担
も
急
激
に

増
し
ま
し
た
。
昭
和
40
年
代
半
ば
に

は
、介
護
を
巡
っ
て
の
家
庭
崩
壊
や
、

本
来
医
療
の
場
で
あ
る
病
院
に
介
護

の
必
要
な
高
齢
者
が
長
く
入
院
す
る

と
い
う
「
社
会
的
入
院
」
な
ど
が
社

会
問
題
と
な
っ
た
の
で
す
。

「
社
会
的
入
院
」
は
老
人
医
療
費

を
増
大
さ
せ
、
医
療
保
険
の
財
政
を

圧
迫
す
る
原
因
の
一
つ
に
も
な
り
ま

し
た
。こ
れ
ら
の
解
消
を
目
指
し
て
、

昭
和
50
年
代
半
ば
に
な
る
と
、
国
の

政
策
も
「
介
護
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
も
の
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
介
護
は
各
家
庭

が
抱
え
込
む
も
の
で
は
な
く
、
社
会

全
体
で
責
任
を
負
う
も
の
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。財

源
は
社
会
保
険
方
式
で

社
会
が
介
護
を
担
う
シ
ス
テ
ム
と

し
て
作
ら
れ
た
の
が
介
護
保
険
制
度

で
す
。
公
費
で
す
べ
て
賄
わ
れ
る
高

齢
者
福
祉
と
異
な
り
、
み
ん
な
が
経

費
を
保
険
料
と
し
て
分
担
す
る
社
会

保
険
方
式
が
採
ら
れ
て
い
ま
す
。
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
保
険
料
の
ほ
か

に
、利
用
料
の
一
割
を
負
担
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
側
の
立
場
が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。「
弱
者
と
し
て
恩
恵
を
受
け

る
存
在
」
か
ら
、「
被
保
険
者
（
保

険
料
を
支
払
う
人
）
と
し
て
、
権
利

を
持
っ
て
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
契
約
を

す
る
消
費
者
」
に
な
っ
た
の
で
す
。

消
費
者
で
す
か
ら
、「
与
え
ら
れ
る
」

の
と
は
違
い
、
要
介
護
認
定
を
受
け

た
範
囲
で
、
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど
れ

だ
け
使
う
か
、
ど
の
業
者
と
契
約
す

る
か
、自
分
で
決
め
て
よ
い
の
で
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
登
場

介
護
保
険
制
度
の
基
本
的
な
理
念

は
「
自
立
支
援
」
で
す
。
寝
た
き
り

に
な
る
前
に
、
介
護
が
必
要
に
な
ら

な
い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
が
目
的

な
の
で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て

そ
の
質
や
量
を
管
理
す
る
「
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
考
え
方
が
取

り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
心
と
な

る
の
が
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」
で
す
。

正
式
な
名
称
は「
介
護
支
援
専
門
員
」

と
言
い
ま
す
。
保
健
・
福
祉
・
医
療

の
分
野
で
五
年
以
上
の
実
務
経
験
を

持
つ
人
が
資
格
試
験
を
受
験
で
き

る
、
専
門
職
で
す
。

利
用
者
の
い
わ
ば
「
代
理
人
」
と

し
て
、
専
門
の
知
識
を
生
か
し
、
利

用
者
の
希
望
に
で
き
る
限
り
沿
う
よ

う
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
提
供
さ
れ
る
サ

ー
ビ
ス
の
計
画
表
）
を
作
る
の
が
重

要
な
仕
事
で
す
。

「
自
分
が
主
役
」
の
自
覚
を

大
切
な
役
割
を
果
た
す
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も
「
代

理
人
」。
主
役
は
利
用
者
本
人
と
そ

の
家
族
で
す
。
利
用
者
の
意
向
が
あ

っ
て
、
は
じ
め
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
仕
事
が
成
り
立
ち
ま
す
。

利
用
者
も
、
受
け
身
で
は
な
く
、

自
分
は
自
分
の
老
後
を
ど
う
し
た
い

の
か
、
主
役
の
自
覚
を
も
っ
て
考
え

る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人
と
提

供
す
る
事
業
者
の
間
に
立
つ
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
ケ
ア
マ
ネ
）
は
、

介
護
保
険
制
度
の
か
な
め
。
制
度

の
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
に
欠
か
せ
な

い
存
在
で
す
。
市
内
で
活
躍
す
る

ケ
ア
マ
ネ
の
一
人
、
佐
藤
詔
子
さ

ん
（
中
央
の
写
真
・
右
）
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

│
│
こ
の
一
年
を
振
り
返
っ
て
、

い
か
が
で
す
か
。

今
年
に
入
っ
て
、
だ
い
ぶ
落
ち
着

い
て
き
ま
し
た
。昨
年
の
今
ご
ろ
は
、

み
ん
な
、
た
め
息
ば
か
り
つ
い
て
い

ま
し
た
ね
（
笑
）。

│
│
ケ
ア
マ
ネ
の
負
担
が
重
す
ぎ

る
こ
と
も
問
題
に
な
り
ま
し
た
が
。

確
か
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
ろ
は
、

制
度
の
相
次
ぐ
変
更
や
、
利
用
料
を

計
算
す
る
給
付
管
理
の
事
務
に
追
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ

自
身
が
、
す
べ
て
抱
え
込
ん
で
い
た

面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

│
│
抱
え
込
む
と
い
う
の
は
？

本
来
、
家
族
や
ヘ
ル
パ
ー
の
役
割

で
あ
る
こ
と
ま
で
引
き
受
け
て
し
ま

っ
た
り
…
。
使
命
感
は
絶
対
に
必
要

で
す
が
、
一
人
で
全
部
を
支
え
ら
れ

る
わ
け
で
は
な
い
し
、
介
護
保
険
は

家
族
や
行
政
、
事
業
者
な
ど
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
利
用

者
を
支
え
て
い
く
制
度
で
す
か
ら
、

ケ
ア
マ
ネ
は
サ
ー
ビ
ス
が
ス
ム
ー
ズ

に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
佐
藤
さ
ん
も
そ
う
い
う
割
り

切
り
や
線
引
き
を
し
て
い
る
と
…
。

そ
う
で
す
ね
。
お
互
い
に
役
割
を

理
解
し
て
い
れ
ば
、
重
な
る
部
分
が

あ
っ
て
い
い
と
は
思
う
ん
で
す
。
で

も
、
ケ
ア
マ
ネ
は
家
族
で
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
も
な
く
、
専
門
職
と
し
て

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
す
る
わ
け
で
、
感

情
で
目
の
前
の
こ
と
を
助
け
る
の
で

は
、
利
用
者
に
と
っ
て
良
い
サ
ー
ビ

ス
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

│
│
ケ
ア
マ
ネ
の
質
を
上
げ
る
必

要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

資
格
だ
け
取
っ
た
人
も
多
い
で
す

し
、
看
護
婦
（
士
）
や
介
護
福
祉
士
、

薬
剤
師
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の

人
が
な
っ
て
い
る
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ

と
し
て
の
考
え
方
が
統
一
さ
れ
て
い

な
い
感
じ
が
し
ま
す
。
資
格
を
取
る

と
き
に
は
研
修
が
あ
り
ま
す
が
、
実

際
に
仕
事
を
す
る
場
合
は
、
も
っ
と

少
数
で
受
け
る
集
中
し
た
教
育
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

│
│
ご
自
分
の
ケ
ア
マ
ネ
と
し
て

の
悩
み
は
？

い
ろ
い
ろ
と
迷
い
は
あ
り
ま
す
。

利
用
者
の
要
望
と
、
専
門
職
と
し
て

の
判
断
が
食
い
違
う
と
き
と
か
…
。

利
用
者
の
意
思
が
ま
ず
第
一
な
ん
で

す
が
、
す
べ
て
要
望
通
り
に
す
る
こ

と
が
そ
の
人
の
た
め
な
の
か
ど
う

か
、
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

│
│
ど
う
や
っ
て
解
決
を
？

医
師
や
事
業
者
・
行
政
が
集
ま
る

地
域
ケ
ア
会
議
や
、
ケ
ア
マ
ネ
の
協

議
会
で
み
ん
な
に
投
げ
か
け
て
、
大

勢
で
考
え
た
り
…
。
私
は
す
ぐ
助
け

を
求
め
ち
ゃ
う
ん
で
す
（
笑
）。

│
│
利
用
者
を
囲
む
人
々
の
連
携

が
大
切
に
な
る
ん
で
す
ね
。

実
際
に
は
事
業
者
に
は
ま
だ
ま
だ

余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら

は
こ
う
い
っ
た
場
で
勉
強
す
る
時
間

を
積
極
的
に
取
っ
て
い
か
な
く
て

は
。
行
政
に
も
、
管
理
職
ク
ラ
ス
の

会
合
だ
け
で
な
く
、
現
場
の
声
を
交

換
で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。

│
│
柏
の
特
徴
と
い
う
の
は
あ
り

ま
す
か
。

柏
は
行
政
が
す
べ
て
請
け
負
う
の

で
は
な
く
、
わ
り
あ
い
民
間
を
活
用

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

競
う
こ
と
で
質
を
上
げ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
し
、
行
政
だ
け
が
提
供
す

る
の
と
違
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ

プ
の
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
て
き
て
い
ま
す
。
利
用
者
が
自
分

と
相
性
の
い
い
事
業
者
を
選
べ
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
ね
。

│
│
利
用
者
が
選
択
す
る
と
い
う

の
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
点
で
す

よ
ね
。

え
え
。
で
も
利
用
者
自
身
も
、
変

わ
っ
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

契
約
し
て
い
る
の
に
、「
来
て
も
ら

っ
て
る
か
ら
文
句
は
言
え
な
い
」
と

自
ら
弱
者
の
立
場
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
…
。
ま
た
、
契
約
の
手
続
き
を

面
倒
が
っ
た
り
し
て
、
あ
ま
り
自
分

の
こ
と
だ
と
考
え
て
い
な
い
な
、
ま

だ
ど
こ
か
受
け
身
だ
な
と
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

│
│
利
用
者
も
、
契
約
す
る
本
人

と
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
料
金

の
こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
ね
。

そ
の
た
め
に
も
、
利
用
者
の
選
択

肢
が
増
え
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の

事
業
者
と
連
携
し
て
情
報
を
仕
入

れ
、
提
供
す
る
こ
と
が
ケ
ア
マ
ネ
の

大
切
な
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

│
│
佐
藤
さ
ん
は
事
業
所
の
所
長

で
も
あ
り
ま
す
が
、
経
営
側
と
し
て

思
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

実
は
介
護
が
産
業
と
な
る
こ
と
に

は
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。
病
院
で
は

自
分
の
仕
事
が
い
く
ら
か
な
ん
て
考

え
ま
せ
ん
が
、
訪
問
は
一
サ
ー
ビ
ス

い
く
ら
と
い
う
数
え
方
を
し
ま
す
。

病
院
で
受
け
た
教
育
と
は
違
い
ま
す

か
ら
、
こ
の
抵
抗
感
は
な
く
な
ら
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
経
営
側
の

立
場
か
ら
言
え
ば
、
利
用
者
が
満
足

す
れ
ば
報
酬
は
つ
い
て
く
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
逆
に
営
利
追
求
の
姿
勢

だ
け
で
は
、
結
局
成
り
立
た
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

│
│
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
語

ら
れ
な
か
っ
た
お
金
の
こ
と

が
、
切
り
離
し
て
は
考
え
ら

れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

病
院
に
い
た
こ
ろ
か
ら
、
老
人
医

療
費
の
膨
大
さ
に
は
危
機
感
が
あ
り

ま
し
た
か
ら
、
変
わ
る
こ
と
は
「
待

っ
た
な
し
」
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
介

護
保
険
は
ま
っ
た
く
新
し
い
制
度
で

す
し
、
こ
の
一
年
の
混
乱
は
仕
方
な

か
っ
た
と
思
う
ん
で
す
。
で
も
、
一

年
後
に
今
と
同
じ
で
は
困
る
│
│
。

こ
れ
か
ら
は
ケ
ア
マ
ネ
が
本
来
の
役

割
を
果
た
す
た
め
に
実
力
を
つ
け
る

時
期
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
間
ら
し
い
生
き
方
・
死
に
方
が

望
ま
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
よ

ね
。
医
療
も
福
祉
も
、
個
人
の
価
値

観
が
生
か
さ
れ
る
も
の
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

│
│
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

昨年４月に介護保険制度が施行されて、1年が過ぎました。高齢者に対する支援

は、「行政が決めて提供するサービス」から、「利用者が選択して契約するサービス」

へと大きく変化しました。しかし、どんな制度も、だれもが笑顔で老後を過ごせ

る社会を作るためにあることは変わりません。介護保険制度は、まだまだ未成熟

で課題も多いのが現状です。これから制度を育てていくこと、そのために私たち

の意識や行動も変わっていくことが求められています。柏の介護保険元年はどう

だったのか、これからの課題は何か…。制度のかなめと言われるケアマネジャー

と一緒にこの1年間を振り返ってみました。

介
護
保
険
制
度
が
生
ま
れ
た
理
由
（
わ
け
）
…
…
…
…
…
…
背
景
と
特
徴

佐藤詔子（のりこ）さん－－
南柏老人訪問看護ステー
ションの所長であり、45
件の利用者を受け持つケ
アマネジャー。元は「3歳
のときから決めていた」
という看護婦だったが、
退院を素直に喜べないお
年寄りの姿を見て、病院
での仕事にはどこか違和
感を感じていた。「在宅の
生活を支えるシステムが
あれば家へ帰れるのでは
ないか」と思っていたこ
ろ、訪問看護を知り、求
めていた仕事はこれだと
確信。平成8年から訪問看
護に転じ、現在に至る。

訪問入浴のスタッフ

主治医の先生

福祉機器の
レンタル業者さん

←↑ホームヘルパーさん

家族

「頼りにしてるわよ。定年はまだよね」
「まだン十年くらいはあるかな（笑）」

ヘルパーステーションと打ち合
わせ。事業者との連携も大切

訪問看護の看護婦さん

地域ケア会議で、さまざ
まな立場の人と意見交換



不
登
校
を
考
え
る
親
の

集
い

と
き

６
月
22
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

不
登
校
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
の
か
た
、
先
着
二
十
人

（
子
ど
も
連
れ
も
可
）

内
容

不
登
校
に
つ
い
て
の
情

報
交
換
や
話
し
合
い
を
し
ま
す

（
聴
く
だ
け
も
可
）

費
用

無
料

申
し
込
み

６
月
19
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
永
楽
台
児
童
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

障
害
者
・
高
齢
者
の
た

め
の
家
事
訓
練
講
座

と
き

７
月
４
日
〜
８
月
１
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３

時
半
（
７
月
11
日
・
25
日
は
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
、
計
五
回
）

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
の
十
八
歳
以

上
で
、
病
気
や
障
害
に
よ
り
調
理

な
ど
の
家
事
に
不
便
を
感
じ
て
い

る
か
た
、
二
十
人

内
容

作
業
療
法
士
が
一
人
ひ

と
り
に
合
っ
た
方
法
を
助
言
し
ま

す
費
用

八
百
円
程
度
（
調
理
実

習
費
）

用
意
す
る
物

筆
記
用
具
・
三

角
き
ん
・
エ
プ
ロ
ン
・
ふ
き
ん

申
し
込
み

６
月
25
日
（
月
）

ま
で
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
※
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

そ
の
他

希
望
に
応
じ
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
63
│
９
３
５
３
（
フ
ァ
ク
ス
兼

用
）女

性
教
養
セ
ミ
ナ
ー

と
き

６
月
27
日
〜
９
月
26
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３

時
半
（
８
月
を
除
く
、
計
九
回
）

と
こ
ろ

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
　

対
象

市
内
在
住
の
成
人
女

性
、
先
着
四
十
人

内
容

現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
教

養
を
身
に
つ
け
ま
す
。
館
外
学
習

あ
り費

用

無
料
（
館
外
学
習
費
は

実
費
）

申
し
込
み

６
月
18
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
南
部
近
隣
セ
ン

タ
ー
ヘ
電
話
か
直
接

1

南
部
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
73
│

１
０
０
０

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

と
き

６
月
27
日
（
水
）
午
後

１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
の
か
た
、
先

着
二
十
人

内
容

三
角
き
ん
を
使
っ
た
簡

単
な
応
急
手
当
な
ど
を
学
び
ま
す

費
用

無
料

申
し
込
み

６
月
18
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
保
健
福
祉
総
務

課
へ
電
話
で

1

保
健
福
祉
総
務
課
�
67
│
１

１
３
１

不
登
校
講
演
会

と
き

７
月
２
日
（
月
）
午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

対
象

市
内
在
住
で
不
登
校
の

問
題
に
関
心
の
あ
る
保
護
者
、
五

十
人
程
度

内
容

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
に
よ
る
講
演
・
教
育
相
談
員
に

よ
る
個
別
相
談

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

教
職
員
課
�
67
│
１
４
８
２

健
康
い
き
い
き
講
座

「
糖
尿
病
予
防
」

と
き

７
月
４
日
（
水
）
午
後

１
時
半
〜
４
時

と
こ
ろ

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」

定
員

先
着
四
十
人

内
容

生
活
習
慣
（
食
事
、
運

動
な
ど
）
に
つ
い
て
学
び
ま
す

用
意
す
る
物

筆
記
用
具
・
健

康
手
帳
（
お
持
ち
の
か
た
だ
け
）

申
し
込
み

６
月
18
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課
へ

電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３

聴
覚
障
害
者
の
日
曜
教

室と
き

７
月
１
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
の
十
八
歳
以

上
で
聴
覚
障
害
の
か
た
、
二
十
人

内
容

太
極
拳
の
初
歩
を
学
び

ま
す費

用

無
料

申
し
込
み

６
月
22
日
（
金
）

ま
で
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
か
直
接

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
63
│
９
３
５
３
（
フ
ァ
ク
ス
兼

用
）マ

タ
ニ
テ
ィ
ー
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室

と
き

７
月
２
日
（
月
）
午
前

10
時
半
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

妊
婦
と
そ
の
家
族
、
先

着
二
十
五
人

内
容

家
族
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
調
理
実
習

費
用

六
百
円

用
意
す
る
物

三
角
き
ん
・
エ

プ
ロ
ン
・
母
子
健
康
手
帳
・
米
半

カ
ッ
プ

申
し
込
み

６
月
18
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課
へ

電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
再
就
職
を
目
指
す
パ
ソ

コ
ン
実
用
講
座

と
き

７
月
５
日
（
木
）
〜
26

日
（
木
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、

計
十
五
回
）

と
こ
ろ

富
士
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
専
門
学
校
（
松
戸
市
）

対
象

市
内
在
住
の
六
十
〜
六

十
五
歳
で
多
少
ワ
ー
プ
ロ
が
で
き

る
か
た
、
二
十
五
人

内
容

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
学
び
ま
す

費
用

千
円
程
度
（
教
材
費
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
パ
ソ
コ
ン
実
用
講
座
希
望
」
と

明
記
し
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て

先
を
書
い
て
、
〒
２
７
７
―
０
０

０
５
柏
二
五
五
│
三
三
　
柏
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
、
６
月

25
日
（
月
）
ま
で
に
郵
送
で
（
必

着
）
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選1

柏
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
�
66
│
６
６
８
１

糖
尿
病
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
教
室

と
き

７
月
９
日
〜
23
日
の
毎

週
月
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
０
時

半
（
23
日
は
午
後
１
時
ま
で
、
計

三
回
）

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

糖
尿
病
や
、
糖
尿
病
の

境
界
型
の
か
た
と
そ
の
家
族
で
、

全
日
程
出
席
で
き
る
か
た
、
先
着

二
十
人

内
容

糖
尿
病
治
療
の
根
本
と

な
る
食
事
療
法
を
学
び
ま
す

費
用

六
百
円（
調
理
実
習
費
）

申
し
込
み

６
月
18
日
（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
健
康
推
進
課
へ

電
話
で

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
ふ
れ
あ
い
学
級

と
き

７
月
12
日
〜
９
月
20
日

の
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
半
〜
11

時
半
（
８
月
16
日
を
除
く
、
計
十

回
）と

こ
ろ

西
原
近
隣
セ
ン
タ
ー

・
栃
木
県
日
光
市

対
象

市
内
在
住
で
六
十
歳
以

上
の
か
た
、
四
十
二
人

内
容

気
功
術
入
門
・
「
世
界

に
目
を
向
け
る
」「
歴
史
を
の
ぞ

く
」「
人
生
を
い
か
に
生
き
る
か
」、

館
外
学
習
な
ど

費
用

無
料
（
館
外
学
習
費
は

実
費
）

申
し
込
み

往
復
は
が
き
に

「
ふ
れ
あ
い
学
級
希
望
」
と
明
記

し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別

・
電
話
番
号
と
返
信
面
の
あ
て
先

を
書
い
て
、
〒
２
７
７
│
０
８
８

５
西
原
三
丁
目
二
│
四
八
　
西
原

近
隣
セ
ン
タ
ー
へ
、
６
月
30
日

（
土
）
ま
で
に
郵
送
で
（
当
日
消

印
有
効
）
※
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
　

1

西
原
近
隣
セ
ン
タ
ー
�
54
│

２
０
０
０

障
害
者
の
コ
ー
ラ
ス
講

習
会

と
き

７
月
17
日
・
８
月
７
日

・
９
月
４
日
・
10
月
２
日
の
各
火

曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時
（
計
四

回
）と

こ
ろ

教
育
福
祉
会
館

対
象

市
内
在
住
の
十
八
歳
以

上
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
一
〜

六
級
）
を
お
持
ち
の
か
た
、
三
十

人
費
用

無
料

申
し
込
み

７
月
６
日
（
金
）

ま
で
に
、
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
※
応

募
者
多
数
の
場
合
は
初
め
て
参
加

す
る
か
た
を
優
先
の
上
、
抽
選

そ
の
他

希
望
に
応
じ
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
が
、
希
望
者
多

数
の
場
合
は
乗
車
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す

1

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
63
│
９
３
５
３
（
フ
ァ
ク
ス
兼

用
）

広報� 平成１３年（２００１年）６月１５日 第１１４７号 �

ス
ト
マ
・
ケ
ア
の
懇
談

７／
８

と
10
／
28
の
13
時
〜
17
時
、教
福
。

無
料
。
森
橋
�
66
│
４
７
９
８

よ
さ
こ
い
講
習
会

６
／
26
の

19
時
、
６
／
30
の
17
時
、
増
尾
近

セ
、
７
／
３
・
７
の
18
時
、
根
戸

近
セ
。
無
料
（
柏
ま
つ
り
参
加
費

別
途
）。
小
林
�
76
│
５
７
７
６

オ
ペ
ラ
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
「
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
響
き
と
共
に
」

７
／
21
の
17
時
〜
20
時
、
文
化
会

館
。二
千
円（
高
校
生
以
下
千
円
）。

金
子
�
33
│
８
６
７
４

詩
吟
と
唱
歌
を
楽
し
く

７
／

１
と
８
／
５
の
14
時
15
分
〜
16
時

半
、
寺
島
文
化
会
館
。
初
心
者
。

一
回
三
百
円
。
川
辺
�
69
│
３
１

１
３マ

タ
ニ
テ
ィ
・
ヨ
ー
ガ
講
習
会

６
／
25
の
10
時
〜
11
時
半
、
千
代

田
近
セ
。
千
円
。
要
予
約
。
原
�

65
│
０
２
０
６

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー

６
／
30
の
18
時
〜
21
時

半
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。
千
五
百
円
。

山
本
�
44
│
１
４
１
６

講
演
会
「
ホ
ス
ピ
ス
で
む
か
え

る
死
」
６
／
23
の
14
時
〜
16
時
、

麗
澤
大
学
。
五
百
円
。
上
橋
�
34

│
１
２
３
７

柏
市
民
に
よ
る
合
唱
の
集
い
　

７
／
14
の
12
時
半
・
17
時
半
、
７

／
15
の
14
時
、７
／
20
の
13
時
半
、

ア
ミ
ュ
ゼ
柏
ほ
か
。二
百
五
十
円
。

三
神
�
32
│
５
１
５
５

タ
イ
の
子
ど
も
達
に
メ
ッ
セ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
贈
ろ
う

６
／
23
の

10
時
〜
12
時
、
新
富
近
セ
。
無
料
。

田
口
�
46
│
０
２
４
７

緑
の
地
球
を
子
ど
も
達
へ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

７
／
４

の
19
時
〜
21
時
、
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

現
代
邦
楽
。
二
千
八
百
円
。
山
田

�
32
│
５
５
２
１

陳
氏
太
極
拳
同
好
会
柏

毎
�

９
時
、
豊
四
季
台
近
セ
体
育
館
。

2

二
千
円
、3

三
千
円
。
川
喜
多

�
47
│
３
４
０
５

気
功
「
通
慧
功
」

第
二
〜
四

�
10
時
半
、
サ
ン
パ
セ
オ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
。2

五
千
円
、

3

三
千
円
。
宮
坂
�
55
│
５
１
７

７
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
コ
ー
ル
・
メ

ノ
ー
ラ
」

毎
�
９
時
、
松
葉
近

セ
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学
自
由
。

2

千
円
、3

三
千
五
百
円
。
白
石

�
33
│
６
２
４
８

自
彊
（
き
ょ
う
）
術

月
四
回

�
10
時
、
富
士
見
町
ふ
る
さ
と
会

館
。
見
学
歓
迎
。3

二
千
五
百
円
。

森
田
�
69
│
２
１
７
４

Ｋ
Ａ
ペ
ン
習
字

第
一
・
三
�

10
時
、
寺
島
文
化
会
館
。
か
な
書

道
も
。2

千
円
、3

二
千
円
。
成

嶋
�
63
│
５
５
７
７

高
田
書
道
ク
ラ
ブ

第
一
・
三

�
10
時
、
高
田
近
セ
。
書
・
ペ
ン

字
・
は
が
き
絵
な
ど
。2

千
五
百

円
、3

二
千
五
百
円
。
田
窪
�
43

│
３
３
７
９

女
声
合
唱
「
柏
プ
リ
ム
ラ
・
エ

・
コ
ー
ル
」

毎
�
10
時
、
柏
ビ

レ
ジ
近
セ
。2

千
円
、3

四
千
五

百
円
。
守
田
�
32
│
４
０
３
０

水
墨
（
入
門
コ
ー
ス
）

第
二

�
10
時
、
県
民
プ
ラ
ザ
。
講
師
指

導
あ
り
。2

二
千
円
、3

三
千
円
。

小
林
�
32
│
８
７
７
４

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
・
シ
ャ
ド
ー

ボ
ッ
ク
ス

月
三
回
�
９
時
、
ア

ミ
ュ
ゼ
柏
。2

各
二
千
円
、
一
回

各
千
五
百
円
。
江
頭
�
76
│
７
４

３
０英

会
話
「
コ
ス
モ
ス
」

月
三

回
�
９
時
、
高
田
近
セ
。
日
常
英

会
話
の
習
得
。
初
心
者
・
見
学
歓

迎
。3

三
千
円
。
川
口
�
31
│
３

９
２
１

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
す
ま
っ
し
ゅ
」

月
三
回
�
９
時
、
柏
の
葉
公
園
体

育
館
。
多
少
経
験
の
あ
る
か
た
。

夫
婦
歓
迎
。3

千
円
。
吉
田
�
32

│
９
０
８
１
（
19
時
以
降
）

会
員
募
集

近セ＝近隣センター、教福＝教育福祉会館、中公＝中央公民館、8＝入会金、9＝月会費、A＝年会費

催
し
・
講
習
会

�

　7月1日�～9月2日��

体育課  �67─1536

市民プールへ行こう�

問�

施設名� 東部プール�

電話番号� 67－8024

開場時間�

所在地�

西部プール�南部プール� 北部プール�

44－5759 75－7201 31－0050

午前9時～午後5時（2時間入れ替え制）�
�午前9時～11時�
�正午～午後2時�
�午後3時～5時�

午前9時～午後4時�
（3時間入れ替え制）�
�午前9時～正午�
�午後1時～4時�

入場料� 一般190円・高校生以下60円�
一般390円・�
高校生以下130円�

施設内容�
50mプール�
25mプール�
幼児プール�

25mプール�
幼児プールＡ�
幼児プールＢ�

25mプール�
幼児プール�

流水プール�
スライダープール�
幼児プール�

ひばりが丘18－2 明原3丁目1－10 逆井145 船戸山高野170－1

交　通�

柏駅東口から
「市内循環」
バスで「緑ケ
丘」下車、徒
歩2分�

柏駅西口から
柏中方面へ徒
歩8分�
西口第 1公園
内�

東武野田線逆
井駅から徒歩
20分�
藤心小隣�

柏駅西口から「野
田市駅」か「市立
高校」行きバスで
「船戸木戸」下車、
徒歩20分�

�プール施設内ではルールを守り、監視員の指示に従ってください�
�髪の長いかたは、帽子を着用してください�
�電車・バスでご来場ください�
�更衣室のロッカーはコイン式です。10円硬貨をご用意ください�
�荒天または水温が低い場合などは、休場することがあります�

�

講
座
･
講
演
�



図
書
館
利
用
者
懇
談
会

と
き

７
月
14
日
（
土
）
午
後

１
時
15
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ

光
ケ
丘
近
隣
セ
ン
タ

ー
対
象

市
内
在
住
の
か
た
（
主

に
光
ケ
丘
分
館
・
新
富
分
館
の
利

用
者
）、
先
着
三
十
人
　

内
容

分
館
の
運
営
等
に
関
す

る
意
見
交
換

申
し
込
み

６
月
16
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
、
図
書
館
本
館
へ

電
話
か
直
接

1

図
書
館
本
館
�
64
│
５
３
４

６（
仮
称
）
中
原
ふ
れ
あ

い
防
災
公
園
計
画
検
討

メ
ン
バ
ー
募
集

市
で
は
、（
仮
称
）
中
原
ふ
れ

あ
い
防
災
公
園
（
中
原
一
丁
目
・

旧
斉
藤
牧
場
跡
地
）
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
伺
う

た
め
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま

す
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、

公
園
の
基
本
計
画
策
定
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
メ
ン

バ
ー
は
ご
応
募
い
た
だ
い
た
レ
ポ

ー
ト
を
も
と
に
選
考
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
で
二
十
歳
以

上
の
か
た
、
二
人
程
度

申
し
込
み

住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
と
、（
仮
称
）
中
原
ふ
れ
あ

い
防
災
公
園
に
つ
い
て
の
考
え
を

レ
ポ
ー
ト
に
し
た
も
の
（
様
式
自

由
）
を
添
え
て
、
〒
２
７
７
│
８

５
０
５
　
柏
市
役
所
公
園
緑
政
課

へ
、
７
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
郵

送
（
必
着
）
か
直
接
（
市
役
所
第

一
庁
舎
四
階
）

1
公
園
緑
政
課
�
67
│
１
１
４

８
江
戸
川
沿
川
整
備
基
本

構
想
を
策
定

国
土
交
通
省
、
千
葉
県
、
関
係

市
町
村
で
は
、
江
戸
川
と
利
根
運

河
沿
川
地
域
の
大
規
模
な
洪
水
に

よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
安
全
性

の
高
い
高
規
格
堤
防
（
ス
ー
パ
ー

堤
防
）の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
今
後
の
整
備
方
針
と

な
る
「
江
戸
川
沿
川
整
備
基
本
構

想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
内
容
は
、

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
江

戸
川
工
事
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://www.ktr.mlit.go.jp/
edogawa

）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、
都
市
計
画
課
（
市
役
所

第
一
庁
舎
三
階
）
で
も
閲
覧
・
配

布
し
て
い
ま
す
。

1

同
江
戸
川
工
事
事
務
所
高
規

格
堤
防
推
進
室
�
25
│
８
１
１
２

・
都
市
計
画
課
�
67
│
１
１
４
４

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が

移
転
し
ま
す

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
現
在
、

Ｊ
Ｒ
柏
駅
南
口
フ
ァ
ミ
リ
か
し
わ

ビ
ル
三
階
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
別
掲
の
地
図
の
場
所
（
柏
四

丁
目
九
│
七
）
に
移
転
し
、
７
月

２
日
（
月
）
か
ら
移
転
先
で
の
業

務
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
６
月
29
日
（
金
）
ま
で

は
、
現
在
の
場
所
で
業
務
を
行
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

を
。

1

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
�
63
│

５
８
５
３

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
が
８
月
に
休
館

市
民
文
化
会
館
は
、
施
設
改
修

工
事
の
た
め
、
８
月
１
日
（
水
）

〜
24
日
（
金
）
の
期
間
、
小
ホ
ー

ル
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

1

市
民
文
化
会
館
�
64
│
９
１

４
１建

築
組
合
連
合
会
柏
支

部
柏
工
会
の
包
丁
研
ぎ

と
き

６
月
17
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ

カ
ス
ミ
ス
ト
ア
ー
柏

中
央
店
（
千
代
田
二
丁
目
）

そ
の
他

売
り
上
げ
は
社
会
福

祉
事
業
に
寄
付
さ
れ
ま
す

1

柏
市
社
会
福
祉
協
議
会
�
63

│
９
０
０
１

教
科
書
展
示
会

と
き

６
月
26
日
（
火
）
〜
７

月
９
日
（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
半
（
９
日
は
正
午
ま
で
）

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

内
容

平
成
14
年
度
使
用
の
小

・
中
学
校
、
高
校
、
障
害
児
学
級

等
の
教
科
書
の
見
本
展
示
　

1

千
葉
県
教
育
庁
東
葛
飾
地
方

出
張
所
�
０
４
７
│
３
６
１
│
２

１
２
４

お
は
な
し
会

と
き

６
月
26
日
（
火
）
午
後

３
時
半
〜
４
時
20
分

と
こ
ろ

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ

ー
（
永
楽
台
近
隣
セ
ン
タ
ー
内
）

対
象

幼
児
〜
小
学
生
、
先
着

二
百
人

内
容

影
絵
「
七
夕
さ
ま
」
ほ

か

費
用

無
料

申
し
込
み

当
日
、
会
場
へ
直

接1

永
楽
台
児
童
セ
ン
タ
ー
�
63

│
４
０
５
０

た
な
ば
た
会

と
き

７
月
５
日
（
木
）
午
前

10
時
半
〜
11
時
半

と
こ
ろ

豊
四
季
台
婦
人
児
童

セ
ン
タ
ー
　

対
象

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）、

先
着
五
十
組

内
容

笹
飾
り
作
り
・
ぺ
ー
プ

サ
ー
ト
な
ど

費
用

無
料
　

申
し
込
み

６
月
26
日
（
火
）

午
前
10
時
か
ら
、
豊
四
季
台
婦
人

児
童
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

1

豊
四
季
台
婦
人
児
童
セ
ン
タ

ー
�
44
│
５
３
６
３

ち
び
っ
こ
体
操
教
室

と
き

７
月
１
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
11
時
半

と
こ
ろ

増
尾
近
隣
セ
ン
タ
ー
　

対
象

二
〜
五
歳
児
と
保
護

者
、
先
着
四
十
組

費
用

無
料
　

申
し
込
み

６
月
15
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
増
尾
近
隣
セ
ン

タ
ー
へ
電
話
か
直
接

1

増
尾
近
隣
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
�
74
│
７
２
１
１

南
柏
ま
つ
り

と
き

７
月
19
日
（
木
）
午
後

６
時
〜
９
時
（
雨
天
中
止
）
・
20

日
（
金
）
午
前
10
時
半
〜
午
後
９

時
（
雨
天
順
延
）

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
南
柏
駅
前
西
口

広
場内

容

大
声
大
会
・
市
立
柏
高

校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
な
ど

そ
の
他

20
日
に
行
わ
れ
る

「
ま
つ
り
結
婚
式
」
に
参
加
す
る

市
内
在
住
の
カ
ッ
プ
ル
を
募
集

（
指
輪
等
賞
品
あ
り
）。
希
望
者
は

７
月
10
日
（
火
）
ま
で
に
、
南
柏

ま
つ
り
実
行
委
員
会
へ
電
話
で

1

同
実
行
委
員
会
（
寝
具
の
ヤ

マ
ワ
内
）
�
45
│
１
０
０
５
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松
葉
ヨ
ー
ガ
サ
ー
ク
ル

毎
�

９
時
半
か
10
時
、
松
葉
近
セ
。2

二
千
円
、会
費
四
千
円（
三
カ
月
）。

後
藤
�
31
│
６
２
８
０

柏
ね
ぶ
た
囃
子
会

月
一
回
�

９
時
、
文
化
会
館
。
柏
ま
つ
り
に

参
加
。2

三
千
円
、3

五
百
円
。

小
形
�
43
│
８
６
９
２

表
千
家
茶
道
「
茶
好
会
」

第

二
・
四
�
12
時
、
増
尾
近
セ
。
六

十
歳
以
上
。3

千
円
。
長
野
�
73

│
７
２
５
８

増
尾
フ
ラ
ダ
ン
ス

月
三
回
�

13
時
、
増
尾
近
セ
。
見
学
歓
迎
。

2

千
円
、3

二
千
円
。
田
澤
�
73

│
６
２
３
４

新
舞
踊
・
民
踊
「
泉
珠
会
」

月
三
回
�
19
時
、
増
尾
近
セ
。2

二
千
五
百
円
、3

二
千
五
百
円
。

日
下
部
�
76
│
３
７
７
６

美
容
体
操
「
コ
ス
モ
ス
会
」

毎
�
19
時
、
田
中
近
セ
。2

千
円
、

3

二
千
円
。
田
中
�
32
│
０
０
７

６
（
19
時
以
降
）

毛
筆
・
ペ
ン
「
根
戸
さ
く
ら
書

道
会
」

第
二
・
四
�
10
時
、
根

戸
近
セ
。
初
心
者
歓
迎
。2

千
五

百
円
、3

千
五
百
円
。
刈
込
�
33

│
３
９
８
４

洋
裁
「
す
み
れ
創
ｉ
ｎ
ｇ
」

第
一
〜
三
�
10
時
、ア
ミ
ュ
ゼ
柏
。

2

千
円
、3

二
千
円
。
松
田
�
43

│
１
９
１
１

英
会
話
「Y

・E
n
g
lish

C
lub

」

毎
�
10
時
か
18
時
、

中
公
。3

二
千
円
。
原
田
�
39
│

２
０
１
９

俳
句
・
短
歌
・
詩
吟

第
四
�

14
時
、
東
中
新
宿
会
館
。
初
心
者

歓
迎
。2

二
千
円
、3

千
円
。
本

宮
�
72
│
６
１
０
０

「
Ａ
Ｆ
Ｎ
・
イ
ー
グ
ル
８
１
０
」

を
聴
い
て
英
語
を
勉
強
す
る
会

毎
�
10
時
、
中
公
。
無
料
。
三
浦

�
74
│
２
３
８
４

初
心
者
の
た
め
の
中
国
語
入
門

毎
�
18
時
半
、
教
福
。
旅
行
中
国

語
会
話
な
ど
。
会
費
五
千
円
（
八

回
）。
松
本
�
34
│
２
３
６
６

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
「
す
み
れ
ク
ラ

ブ
」

毎
�
９
時
半
か
12
時
半
、

田
中
北
小
。2

千
円
、3

千
五
百

円
。
市
川
�
33
│
４
５
７
９

す
み
れ
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ

毎
�
10

時
、
中
公
。2

千
円
、3

千
五
百

円
。
日
原
�
74
│
７
０
５
４

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

月
二
回

�
13
時
、
増
尾
近
セ
。2

千
円
、

3

二
千
円
。
石
本
�
55
│
３
７
１

５
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
と
ヘ
ル
ス
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
「
四
ツ
葉
ク
ラ
ブ
」

月
四
回
�
19
時
15
分
、
柏
の
葉
公

園
体
育
館
。2

千
円
、3

二
千
円
。

斎
藤
�
32
│
４
１
４
９

露
草
俳
句
会

第
一
�
13
時

半
、
寺
島
文
化
会
館
。2

千
円
、

3

千
円
。
伊
東
�
64
│
８
４
３
９

女
声
コ
ー
ラ
ス
「
こ
だ
ま
」

毎
�
９
時
、
中
公
。3

二
千
五
百

円
。
森
澤
�
73
│
０
１
３
４

料
理
「
も
く
せ
い
会
」

第
一

・
三
�
10
時
、
中
公
。2

千
円
、

3

二
千
円
。
下
川
原
�
75
│
５
２

２
５豊

四
季
英
会
話
サ
ー
ク
ル

月

三
回
�
17
時
、
豊
四
季
台
近
セ
体

育
館
。
小
・
中
学
生
。3

三
千
円
。

荒
武
�
47
│
３
９
５
０

女
性
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
「
サ
ン
ラ

イ
ズ
」

毎
�
・
�
９
時
半
、
酒

井
根
運
動
広
場
。
十
八
歳
以
上
・

子
ど
も
連
れ
歓
迎
。3

千
円
。
笠

原
�
48
│
１
９
４
１

健
美
サ
ー
ク
ル

毎
�
13
時
、

市
民
体
育
館
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
。2

千
円
、3

千
円
。
中
村
�
32
│
２
３
５
６

健
康
リ
ズ
ム
体
操

毎
�
11

時
、
松
葉
近
セ
。2

千
円
、3

千

三
百
円
。
内
藤
�
32
│
３
７
７
８

新
柏
女
声
合
唱
団

毎
�
10

時
、
寺
島
文
化
会
館
・
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
ほ
か
。2

千
円
、3

三

千
五
百
円
。
金
子
�
75
│
０
２
３

０
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
「
柏
の
葉
」

毎
�
19
時
半
、
柏
の
葉
公
園
体
育

館
。2

二
千
円
、3

二
千
円
。
平

山
�
54
│
１
７
６
３

書
道
「
土
筆
会
」

第
一
・
三

�
12
時
、
光
ケ
丘
近
セ
。
初
心
者

歓
迎
。2

五
百
円
、3

千
円
。
八

木
�
67
│
３
７
８
９

◎
日
時
・
場
所
は
予
定
で
す
。

必
ず
確
認
の
上
、
お
出
か
け
を

お
知
ら
せ
�

柏駅�
東口�

■消費生活センターの移転先� Ｎ�

消費生活センター
ＳＫＳビル5階�

柏
そ
ご
う

タ
ワ
ー
館�

丸
井
・
フ
ァ

ミ
リ
か
し
わ�

JR常磐線�至松戸� 至我孫子�

柏そごうプラザ館�

サ
ン
サ
ン

通
り�

献血キャンペーン�

�

健康推進課 �64─3333

と　き�

ところ�柏駅東口サンサン広場�

7月1日�午前10時～
11時45分・午後2時～
4時�

～献血にご協力を～�

問�

こ
ど
も
の
広
場

時
間
外
保
育
士
と
病
休

代
替
給
食
調
理
員

�
時
間
外
保
育
士

対
象

五
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
か
た

勤
務
場
所
・
募
集
人
数

あ
け

ぼ
の
保
育
園
＝
二
人
、
東
中
新
宿

保
育
園
＝
二
人
、
酒
井
根
保
育

園
＝
一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
＝
午

前
７
時
〜
９
時
半
と
午
後
４
時
半

〜
午
後
７
時
・
土
曜
日
＝
午
前
７

時
〜
８
時
半
と
正
午
〜
午
後
７
時

（
交
代
制
）

賃
金
（
時
給
）

有
資
格
者
＝

九
百
十
円
、
無
資
格
者
＝
八
百
七

十
円
※
交
通
費
は
別
途
支
給
　

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
・
印
か
ん
・
資
格
証
明
書
の

写
し
（
有
資
格
者
だ
け
）
を
持
っ

て
、
６
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
、

希
望
す
る
保
育
園
へ
直
接

�
病
休
代
替
給
食
調
理
員

対
象

五
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で

の
か
た

勤
務
場
所
・
募
集
人
数

名
戸

ケ
谷
保
育
園
＝
一
人

勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
＝
午

前
９
時
〜
午
後
２
時
・
土
曜
日
＝

午
前
９
時
〜
正
午
（
隔
週
）
※
調

理
員
の
採
用
期
間
に
つ
い
て
は
園

の
都
合
に
よ
る

賃
金
（
時
給
）

八
百
六
十
円

※
交
通
費
は
別
途
支
給
　

申
し
込
み

�
と
同
じ

1

あ
け
ぼ
の
保
育
園
�
43
│
７

６
５
４
・
東
中
新
宿
保
育
園
�
73

│
９
０
８
７
・
酒
井
根
保
育
園
�

73
│
１
６
４
７
・
名
戸
ケ
谷
保
育

園
�
64
│
８
７
８
３

臨
時
保
健
婦
（
士
）

対
象

保
健
婦
（
士
）
の
資
格

を
持
つ
六
十
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
か

た
、
一
人

勤
務
場
所

健
康
管
理
セ
ン
タ

ー
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
月
一
回
土
曜

日
の
勤
務
あ
り
）

勤
務
内
容

三
歳
児
健
康
診

査
、
健
康
相
談
な
ど

賃
金
（
時
給
）

千
三
百
五
十

円
※
交
通
費
は
別
途
支
給

申
し
込
み

写
真
を
は
っ
た
履

歴
書
と
保
健
婦
（
士
）
免
許
証
の

写
し
を
持
っ
て
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
直
接

1

健
康
推
進
課
�
64
│
３
３
３

３
こ
ど
も
ル
ー
ム
指
導
員

対
象

四
十
五
歳
ま
で
の
健
康

な
か
た
、
二
十
人
程
度

勤
務
場
所

市
内
十
八
カ
所
の

こ
ど
も
ル
ー
ム

勤
務
時
間

７
月
16
日
（
月
）

〜
８
月
31
日
（
金
）
午
前
８
時
半

〜
午
後
６
時
半
の
う
ち
一
日
五
〜

六
時
間
※
日
曜
日
、
８
月
13
日

（
月
）
〜
15
日
（
水
）
を
除
く

賃
金
（
時
給
）

八
百
七
十
円

申
し
込
み

事
前
に
児
童
育
成

課
へ
電
話
連
絡
の
上
、
写
真
を
は

っ
た
履
歴
書
を
持
っ
て
、
６
月
29

日
（
金
）
ま
で
に
、
児
童
育
成
課

（
市
役
所
第
一
庁
舎
二
階
）
へ
直

接1

児
童
育
成
課
�
67
│
１
５
９

５
【
お
わ
び
と
訂
正
】

本
紙
６
月
１
日
号
第
二
面
「
市

内
局
番
が
四
け
た
に
」の
記
事
中
、

市
内
０
４
７
１
地
域
内
に
印
西
市

と
あ
る
の
は
誤
り
で
し
た
。ま
た
、

問
い
合
わ
せ
は
総
務
省
関
東
総
合

通
信
局
電
気
通
信
事
業
課
�
０
３

│
３
２
４
３
│
８
６
３
１
の
誤
り

で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。

求
 
人

催
 
し

納期限は7月2日��

※口座振替・自動払い込み
　のかたは預貯金残高にご
　注意ください�

介護保険料第1期�
問�介護保険課 �67─1134

※納入通知書は6月15日
　�に発送します�

市・県民税全期・第1期�
収納課 �67─1122問�

国民健康保険料第1期�
保険課 �67─1129問�

▼
�

▼
�

▼
�
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柏
市
・
我
孫
子
市
・
沼
南
町
で
構
成

す
る
「
手
賀
沼
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
」
で
募
集
し
た
手
賀
沼

の
統
一
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
、
松
田
さ

ん
の
カ
ッ
パ
の
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ

た
。柏

に
住
ん
で
十
五
年
。「
柏
は
終
の

す
み
か
と
な
る
と
こ
ろ
。
だ
か
ら
こ
の

街
に
は
愛
着
が
あ
り
ま
す
」
と
語
る
。

こ
れ
ま
で
も
ご
み
収
集
車
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
な
ど
柏
市
の
数
多
く
の
公
募

に
作
品
を
送
っ
て
き
た
。
今
回
の
手
賀

沼
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、「
カ
ッ

パ
は
水
が
き
れ
い
な
こ
と
の
象
徴
で
す

よ
ね
。
私
は
戦
争
中
、
青
森
に
疎
開
し
、

十
和
田
湖
の
そ
ば
で
育
っ
た
も
の
で
す

か
ら
、
手
賀
沼
も
十
和
田
湖
の
よ
う
に

き
れ
い
な
沼
に
な
っ
て
ほ
し
く
て
描
い

た
ん
で
す
」
と
、
手
賀
沼
浄
化
へ
の
思

い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

本
職
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ナ

ー
。
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
製
作
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
製
作
、
雑
誌
や
社
内
報
の
編
集

ま
で
請
け
負
っ
て
き
た
。

小
さ
い
こ
ろ
、
小
説
を
書
く
傍
ら
漫

画
を
か
い
て
い
た
父
を
見
て
育
っ
た
松

田
さ
ん
は
「
の
ら
く
ろ
」
世
代
。
自
ら

も
漫
画
家
を
目
指
し
た
が
、「
食
べ
て

い
く
た
め
に
」
十
八
歳
の
と
き
に
デ
ザ

イ
ン
科
へ
進
学
。
そ
の
当
時
は
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
仕
事
が
一
般
に
認
知
さ
れ
は

じ
め
た
こ
ろ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

プ
ロ
と
し
て
の
職
業
に
と
選
ん
だ
。
や

は
り
松
田
さ
ん
の
影
響
か
、
息
子
さ
ん

は
文
具
デ
ザ
イ
ン
、
娘
さ
ん
は
漫
画
の

世
界
に
進
ん
で
い
る
。

創
作
物
は
似
顔
絵
・
切
り
絵
か
ら
標

語
・
俳
句
・
川
柳
と
幅
広
い
。
絵
と
言

葉
で
は
違
う
世
界
の
よ
う
だ
が
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
簡
素
化
し
て
伝
え
る
才
能
が

あ
る
の
だ
ろ
う
。
左
上
の
作
品
は
、
山

梨
県
櫛
形
町
商
工
会
の
「
日
本
一
似
顔

絵
コ
ン
ク
ー
ル
」
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
。

「
こ
ん
な
に
顔
が
小
さ
い
グ
ラ
ン
プ
リ

作
品
は
初
め
て
と
言
わ
れ
た
（
笑
）」

そ
う
で
、
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
ウ
ッ

ズ
を
よ
く
象
徴
し
て
い
る
。

将
来
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
切
り
絵
を

教
え
て
み
た
い
と
い
う
。
そ
ん
な
松
田

さ
ん
の
好
き
な
言
葉
は
「
漫
画
の
心
」。

一
人
よ
が
り
の
作
品
で
な
く
、
人
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
作
品
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
、
と
い
う
松
田
さ
ん
の
創
作
精

神
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

西
山
在
住
。
六
十
四
歳
。
義
母
、
妻
、

娘
の
四
人
家
族
。

※
手
賀
沼
統
一
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は

今
号
三
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す

手賀沼統一シンボルマークの考案者
まつ だ　　　

No.355

“漫画の心”で作品を

�

街�の�街�の�

この広報紙は古紙配合率100％の再生紙を使用しています

松田　まさるさん

市立砂川美術工芸館 柏市柏260 �64-6413

開館5周年記念特別展開催中

「芹沢7介の作品と身辺の品々�」
※6月15日�の県民の日は、入館無料。休館日は毎週月曜
日（月曜日が祝日の場合は、その翌日）

板絵「壺二つ」
素朴な温かみのある小壺と豊かなふくらみの

ある小壺がラフなタッチで描かれています。こ
れらの蓋付小壺は、浜田庄司作です。

ぽ
い
捨
て
し
ち
ゃ
ダ
メ
！

市
内
全
域
で
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
街
を
目
指
そ
う
と
、
５
月
27
日
、
市
内
二
十
一
地
域
で
ゴ
ミ
ゼ

ロ
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
万
人
の
か
た
が
参
加

し
、
九
ト
ン
の
ご
み
を
集
め
ま
し
た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
子
ど
も
が
主
役
」。
柏
駅
東

口
の
サ
ン
サ
ン
広
場
で
は
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
十
二
団
の
瀬
尾
レ
イ
さ
ん
の
開
始
宣

言
（
写
真
下
）
と
と
も
に
、
五
十
人
の
子
ど
も
た
ち
が
ご
み
収
集
と
分
別
に
参
加
し
ま
し

た
。
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
大
人
は
た
ば

こ
の
ぽ
い
捨
て
を
し
な
い
で
！
」「
使
え
る
も
の
は
捨

て
ず
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
」
と
い
っ
た
意
見
も
…
。

盤上の攻防を再現
将棋の名人戦大盤解説会

丸
山
忠
久
名
人
と
谷
川
浩
司
九
段
の
第
59
期
名
人

戦
七
番
勝
負
。
こ
の
第
五
局
大
盤
解
説
会
が
、
6
月

1
日
、
柏
一
丁
目
の
ス
タ
ジ
オ
Ｗ
Ｕ
Ｕ
（
ウ
ー
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
石
田
和
雄
九
段
の
解
説
。

両
者
の
白
熱
し
た
攻
防
戦
を
盤
上
に
再
現
、
予
想
を

交
え
て
解
説
し
て
い
ま
し
た
。
詰
め
か
け
た
百
人
近

い
将
棋
フ
ァ
ン
は
石
田
九
段
の
解
説
や
問
い
か
け
に

真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

雨
に
も
負
け
ず
、フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー

健
康
か
む
か
む
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

行けっ、シュート！──。5月27日、布施の紀長
伸銅所柏工場グラウンドで、健康かむかむフット
サル大会が行われました。小学生から大人まで57
チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。こ
の日は雨のためグラウンドコンディションは最
悪。小学生の部では、濡れた芝生で足をすべらせ
たりする“一生懸命な”プレーが連発。傘をさし
ながら応援するパパやママからは悲鳴や歓声が上
がっていました。

似顔絵コンクール優勝作
品の「タイガー・ウッズ」


